












































Neighbor Distance Method (たとえば Uptonand 























































である。この式から， F ( x)を求めるためにはA
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ヱA3i ( X ) + lA4 d x ) I (2) 
ただし，







られる。これを f( x )とすれば，
f (x)=tz× 
lZ1a 11(x)+E a 21(x)+ 
ヱ1a31(x)+ヱ1a41(x)| (3) 
である。ただし，
dAk i (x ) 










1121ffxhぃ(x )制 (4) 
である。この式から 4種類の単位領域について
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n = 2 pー 2 (p孟1) 
とおけば，
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一方 nが奇数の場合には，
n=2p-l (p孟 1) 
とおけば，
Ul( U12+ V02)j 1 
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24 r 2 
である(古川(1987))。従って，
a4i (x) 
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